
 第 24 回 全日本マスターズ大会 競技運営規程  

 

１． 競技運営 

本大会の競技運営は、この規程による。 

 

２． 競技規則 

競技規則は、２０２６年度(公社)日本ホッケー協会６人制競技規則に準じて行う。 

《確認事項》 

1) 試合の成立について、参加申込時は６人必要であるが試合は 4 人以上で成立。 

 2) ＳО戦の開始位置は 16ｍ、時間は６秒。 

3) ペナルティコーナー時、残りの守備側選手はセンターライン向こう側の攻撃側 16ｍエリア内。  

4) ゴールキーパーの扱いについては 11 人制競技規則に準じて行う。よって全員がフィールドプレイヤー

でもよい。 

 

３． 競技時間 

競技時間は、6 分のクオーター制とする。 

〔 6 分--１分(給水)--6 分--５分(ハーフタイム)--6 分--１分(給水)--6 分 〕 

※第１と第２クオーターおよび第３と第４クオーターの間は、給水タイムとし１分を超えないものとする。 

両チーム準備がととのった場合は、速やかに試合を開始する。また 給水タイム中はベンチに入ることを

禁止する。 

※それぞれのクオーター終了時のペナルティコーナーが課せられた場合は、エキストラタイムとし

て当該ペナルティコーナー完遂まで⾏う。 
 

 

４． 延長戦 

1)すべての試合において延長戦は行わない。 

2)決勝トーナメントにおいて規定の競技時間内に勝敗が決しない場合、または予選リーグ終了時に同率に

なり順位決定を要する場合は、6.「SО戦」に定める SO 戦を行い勝敗または順位を決定する。 

 

５． リーグ試合における順位の決定方法 

① 勝点の多いチームを上位とする。勝点は、勝ちチームに 3 点、引き分けチームに 1 点、負けチームに 0

点をそれぞれ与える。 

② 勝点が同点のチームが複数ある場合は、下記の順序に従って順位を決定する。 

ただし、４チームによる変則リーグ戦において勝点が同点の場合は、直ちに SО戦を行う。 

1)「勝利数」の多いチーム。 

2)「得失点差」の多いチーム。 

3)「総得点」の多いチーム。 

4)当該チーム同士の対戦で勝利したチーム。 

5)「6.SО戦」に定める方法によりＳＯ戦を実施し,順位を決定する。 

※SO 戦を実施する場合の時間およびコートについては、大会本部が競技進行を考慮の上、決定

する。ご協力をお願いします。 

③ 変則リーグの対戦方法 

1)４チームリーグの場合 １vs２、３vs４、１vs４、２vs３ 

 

６． シュートアウト(SО)戦 

① 両チームの監督は、シューター1名とのゴールキーパー1名を指名する。指名されるプレイヤーは、 

当該試合にエントリーされている者であれば誰でもよい。ただし、レッドカードを与えられたプレイヤーは

参加することができない。 

② 両チーム 1名ずつのプレイヤーにより、交互に攻防を 1回行い、勝敗を決定する。 

 



③ ②のＳＯ戦においても勝敗が決しないときは、勝敗が決するまで SO 戦を実施する。この場合、シュータ

ーは変更することができるものとし、同一のシューターが続けて行ってもよい。先行・後攻については 

各シリーズごとに入れ替える。 

④ 同順位チームが 3 チームの場合はリーグ方式により、４チームの場合はトーナメント方式(抽選を実施)に

よりＳＯ戦を行い、順位を決定する。 

 

 

７． 選手交代 

選手交代は、何回行ってもよいが、必ず記録席の管理のもと、所定の位置(センターライン付近)で行うこ 

と。その際、ビブスをもって交代すること。大会運営側ではビブスの準備はしないので各チームで準備 

すること。 

 

８． 表彰式について 

各種別の表彰式については、各種別の決勝戦終了後すみやかに実施する。また、準備の関係で開始時

間・場所を定めることはできないので放送により案内する。ただし、男子４０+、男子４８+、男子５６+の３種別

の表彰は、１４時３０分からの閉会式の中で行う。 

 

９． その他 

① 審判員は原則として２名で行う。ただし、1名で行う場合もある。なお、これらの決定は大会ＴＤが行う。 

② ボールサーバは配置しない。コート外にボールが出た場合は、当該試合のＴОがボールを配給する。 

③ スターティングリストの提出は不要とする。各チームの責任者は、試合開始５分前までに当該試合コート

の記録席に行き、記録用紙に記載されている自チームの登録メンバーの中からスタートメンバーを申告

すること。 

④ ＳＯ戦が行われた場合は、その後の試合開始時間を順次繰り下げる。試合開始時が変更となる場合が

あるため、各チームは試合進行に注意すること。 

⑤ キャプテンマークは、上腕またはストッキングの上部に付けること。大会運営側では準備しないため各チ

ームにおいて準備すること。 

⑥ 負傷者が発生した場合の処置は、各チームおよび個人の責任において対応すること。 

⑦ 駐車場における事故その他、不測の事態については、大会本部は一切の責任は負わない。 

⑧ 荒天等により試合続行が不可能となった場合は、会場変更・試合時間変更その他必要な処置につい 

ては、大会本部の指示に従うこと。 

⑨ 本規定に定めない事項については、大会本部の指示に従うこと。 


